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は じ め に
すでに 『教育学部論集』に大学通信教育の実態調査を中心として、いくっかの問題点を指摘
するとともに、学習状況の分析を、とりわけ ドロップアウ トの分析を試み、 「大学通信教育の









担任制度を開始 したのは1989年度か らである。1989年度 は卒業を目標(あ わせて資格 ・教員
免許状を取得する者もいる)とする者、すなわち本科生に対 し入学許可通知 と同時に 「学習相
談票」を送付 し、入学当初およびそれ以降に学習を進める上で問題が生ずればいっでも担任に
相談するよう呼びかけ、そのために指導を受けようとする者 は必ず 「学習相談票」をおりかえ
し担任あて提出するよう連絡 した。 しか し、 「学習相談票」を受理した学生は問題が生 じた際





こうしたことをふまえて1990年度か らはスクーリング履修科 目の内 「基礎教育一般Jの 講義
受講生を講義担当者のクラス生とし、講義 担当者を担任とし、1・2年 次編入生のみを対象と
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1 61 53 / 2 6
3 46 17 12 8 8
1990.4 i 225 177 / 20 28
1991.4 1 266 247 / 8 11




i 53 48 / 4 1
3 11 6 1 3 2
1990.101 56 52 / 1 3










先の表1に 従 って担任制の諸点 にっ いて検討 してみたい。 まずは じめに卒業率であるが、
1989年4月3年次編入学者46人中12人(26%)、1989年10月3年次編入学者11人中1人(9 .0
%)の あわせて57人中13人(22.8%)がすでに卒業 している。これに対 し、すでに退学 し、 あ
るいは除籍 となって目標を達成せずに離籍 している者が4月 および10月入学者 の57人中21人
(41.7%)にまで達 している。すでに別稿にて1年 入学者及び3年次編入学者が最短期間の4
年、2年 で卒業する率は7年間の平均で前者が9.4%、後者は7.4%であると報告 した(い ずれ
も前期生の場合の比率)。1989年度1年 次入学者は未だ卒業に至る年数を経過 していないため
(表2)
入 学 期 間 A入 学 期 別 卒 業 期 間 B卒業者数 所 要 期 間 Bﾂ卒業 率
1989.4 46人 前 期
1991.3.255人 2年 10.8%
1991.9.25 3人 2.5年 (6.5%)
1992.3.25 0人 3.0年 (0)
1992.9.25 4人 3.5年 C8.6%)
1989.10 11人 後 期 1991.9.25 1人 2.0年 9.0%
(表3)
入 学 時 期(入 学 者 数)
入 学 年 月 1989.4(989人) 1988.4(907人) 担 任 制(46人)
卒 業 期 間 1991.31991.91 92.31991.31991.91 92.31991.31991.91 92.31992.9
卒 業 者 数 62人 15人 73人 58人 7人 31人 5人 3人 0 4人
卒業者数
6.2%1.5%7.3%6.3%0.7%3.4%10.8%6.5% 0 8.6%x100(%)入学者数
卒業所要期 間 2.0年 2.5年 3.0年 3.0年 3.5年 4.0年 2.0年 2.5年 3.0年 3.5年
(表4)
入学年月(入学者数) 1987.4(1449人)1986.4(1273人)
卒 業 時 期 1991.31991.91 92.31991.31991.91 92.3
卒 業 者 数 121人 15人 76人 64人 8人 41人
卒 業 率 8.4%1.0%5.2%5.0%0.6%3.2ô
















高 く、さらに2.5年を要 した者は全体では1.5パーセント(表3)で あるのに比 し担任制では6.5
パーセントと高 くなっておりより早 く目標達成にいたっているといえる。これに対 し所要期間
を3年要 した者の欄では全体では平均6.8パーセントであるにも拘 らず担任制では全 く卒業生
を出すに至 っていない。 しかし、3.5年を要 して卒業 した者をみると担任制では8.6パーセン ト
であるのに対 して全体では0.7パーセントは極めて少ないのである。さらに最短期間か ら3.5年
を要 して卒業 した者の比率を相方で累計すると全体では15.7パーセントであるのに対 し、 担任
制では25.9パーセントと高いことが知られる。このことは最短期間もしくは可能な限り早 く卒
業生を送 り出す効果 とあわせて卒業に至るまで長 くかかろうと目標を達成させようとする意図
が担任制の数値の上に出ているといえるようである。
次は退学者について眺めてみたい。表1に 従 って退学者を抽出すれば(表5)次 のようにな
る。
(表5)
期 別 入 学 年 月 入 学年 次 担 任 分A入 学 者 数 C退 学 者 数 Eﾂx100(%)入学か ら今 日ま で の 期 間
前 期
1989.4
1 61 2 3.2% 3.5年
3 46 8 17.3% 5.5年
1990.4 i 225 20 8.8% 2。5年




i 53 4 7.5% 3.0年
3 11 3 27.2% 5.0年























1 61 6 9.8%
1989.1990.1991.前期3期 平 均 の除 籍 率 は15.6%(全体)
1991.3.31除籍 者 の比 率 は15.6%(全体)
1990.9,30.付在 籍1年 で除 籍 とな った比 率 は16.4(%)
1989.1990.1991後期3期 平 均 の除 籍 率 は16,9%(全体)
3 46 8 17.3%
1990.41 225 28 12.4%




1 53 1 1.8%
3 11 2 18.1
1990.10 56 3 5.3%
1989年9月30日付～1991年3月31日付 の半期毎6期 で除籍 された者の内、入学後1年 で除籍
とな った者 は平均で15.8パー セ ン トである。 これに相 当す る者 が担任制で は前期1991年4月入
学者266人中11人で4.1パー セ ン トであ り、後期1990年10月入学 者56人中3人 の5.3パー セ ン ト
で、過去 の全体平均15.8パー セ ン トに くらべ はるかに除籍率 が低 いのが特徴的で ある。
この よ うに除籍率、退学率を見て い くと担任制 によ って くいとめ られ在籍 率を高め目標達成
に何 らかの効果を あげて いると認め ざるを得 ない。
在籍率 を前期入学生 に限 ってみ ると表7の よ うになる。
(表7)



















で は途 中で ドロ ップアウ トした者(105人)の履修状況 はどのよ うであ ったのかをみてみ たい。
(表8)
0単 位 者 ス ク リー ング単 位の み の 履 修 者 折 場 燧 ともあり 計
除 籍 者 4人(6.7%) 33人(55.9%) 22人(37.2%) 59人
退 学 者 3人(6.5%) 23人(50.0%) 20人(43.4%) 46人
計 7人(6.6%) 56人(53.3%) 42人(40.0%) 105人
すでに述べてきたように全体五期平均で除籍者に占める0単位者の占める比率は45.0パーセ
ントであるが、担任制では退学者同様6.7パーセント(表8)と はるかに低 い。 さらにスクー
リング単位のみの修得者の除籍者に占める比率は全体の五期平均では19.9パーセントと約5人
一61一











おいて 「基礎教育一般」で学習への動機づけ、通信学習の基本 としての読む ・考える ・書 くに
ついて具体的に指導するとともに、卒業論文作成にっいて、題 目の設定に至るまでに研究史 ・
学説史をおさえることや資(史)料 、文献の収集方法の実践などを行なっていることと無関係
















B H L C F E W S
1992.41
人 数 2 1 1 0 3 3 11 1 22
0単位者
2人0.9%修得単位
30 0 io 0 24 28 82 6 180
平 均
修得単位 15.0 0 10.0 0 8.0 9.3 7.4 6.0 8.1
1991.42
人 数 17 23 31 15 49 24 71 17 247
0単位者




人 数 9 12 17 0 15 17 94 13 177
0単位者
1人0.5%修得単位
502 322 620 0 860 7903,9665687,658
平 均修得単位 55.7 ・: 36.4 0 57.346.442.543.643.2
1989.44回生以 上




修得単位 530 340 272 0 508 2302,0152014,096
平 均
修得単位 66.256.645.3 0 63.576.659.233.557.6
総 計 36 42 55 15 75 47 210 37 517







B H L C F E W s
1992.101
人 数 3 5 9 4 9 5 12 3 50
0単位者
3人6.0%




人 数 2 4 4 0 5 5 30 2 52
0単位者
0人0%修得単位





人 数 4 4 5 0 3 3 27 2 48
0単位者
2人4.1%
修得単位 142 144 293 0 114 1561,184962,129
平 均
修得単位 35.536.0 :・ 0 :1 52.043.848.044.3
1989.104回生以 上
人 数 0 1 2 0 0 1 2 0 6
5回生以上6人
0単位者0%修得単位
0 38 156 0 0 76 198 0 468
平 均
修得単位 0 :1 :! 0 0 76.099.0 0 78
総 計 9 14 20 4 17 14 71 7 156
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2.新 入生 オ リエ ンテーシ ョン
前節にて通信課程における学習の基礎にっいての講義を受け担任制のもとでの学生の学習状
況を1989年度入学生か ら1991年度入学生にわたって概観 してきた。ここでは1992年7月31日現








まずはじめに1990年度前期に入学 した者 の単位修得状況をを学科別 にみると表11-1～
7のようになる。
1990年度前期入学の状況か ら、2回 生編入学生数は数が少ないため参考としてみる程度にな
らざるを得ないが、それで も20人中オリエンテーション受講者の7人 には、全 く0単位者がい
ないことである。こうした傾向、すなわち入学初期に通信教育における全般的な指導を受けた
(表11-1) 〈B学 科〉 前 期
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
1
有 16 665 41.5 1 6.2
無 46 1,274 27.6 7 15.2
計 62 1,934 31.2 8 12.9
2
有 0 0 0 0 0
無 2 78 78.0 1 50.0
計 2 78 :1 1 50.0
3
有 is 412 22.8 3 16.6
無 35 716 20.4 6 17.1
計 53 1,i2s 21.2 9 16.9
計
有 34 ?077 31.6 4 11.7
無 83 2,068 24.9 14 16.8
計 117 3,145 ・: 18 15.3
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(表11-2) 〈H学 科〉 前 期
入 学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 旦 平均修得A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(%)
1
有 38 1,058 27.8 2 5.2
無 58 1,282 22.1 io 17.2
計 96 2,340 24.3 12 12.5
2
有 i 82 82.0 0 0
無 3 iis 39.3 0 0
計 4 200 50.0 0 0
3
有 5 316 63.2 0 0
無 23 833 36.2 1 4.3
計 2H 1,149 41.0 i 3.5
計
有 44 1,456 33.0 2 4.5
無 84 2,233 26.5 11 13.0
計 128 3,689 :: 13 10.1
(表11-3) 〈L学 科〉 前 期
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(%)
1
有 48 1,984 41.1 2 4.1
無 55 1,625 29.4 9 16.3
計 103 3,609 35.0 11 10.6
2
有 0 0 0 0 0
無 0 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0
3
有 7 303 43.2 0 0
無 22 603 27.4 6 27.2
計 29 906 si.2 6 20.6
計
有 55 2,287 41.5 2 3.6
無 77 2,228 28.9 15 19.4
計 132 4,515 34.2 17 12.8
一65一
(表11-4)




オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 旦 平均修得A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(%)
i
有 34 1,596 46.9 i 2.9
無 63 2,335 37.0 7 11.1
計 97 3,931 40.5 8 8.2
2
有 1 28 20.8 0 0
無 3 iis 39.3 0 0
計 4 146 36.5 0 0
3
有 11 573 52.0 1 9.0
無 25 1,109 44.3 3 12.0
計 36 1,682 46.7 4 10.2
計
有 46 2,197 47.7 2 4.3
無 91 3,562 39.1 10 10.9




オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
i
有 20 846 42.3 0 0
無 46 1,766 38.3 5 11.0
計 66 2,612 39.5 5 7.5
2
有 0 0 0 0 0
無 1 85 85.0 0 0
計 1 85 85.0 0 0
3
有 20 909 45.4 3 15.0
無 65 2,558 39.3 5 7.6
計 85 3,467 40.7 8 9.4
計
有 40 1,755 43.8 3 7.5
無 112 4,409 39.3 io 8.9






オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(%)
i
有 177 7,379 41.6 7 3.4
無 281 9,407 33.4 21 7.4
計 458 16,786 36.6 28 6.1
2
有 5 241 48.2 0 0
無 4 116 29.0 1 25.0
計 9 357 39.6 1 11.1
3
有 87 3,411 39.2 4 4.5
無 187 6,717 35.9 19 10.1
計 274 10,128 36.9 23 8.3
計
有 269 11,031 41.4 11 4.0
無 472 16,240 34.4 41 8.6




オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(?
i
有 26 926 25.6 2 7.6
無 56 1,278 22.8 8 14.2
計 82 2,204 26.8 io 12.1
2
有 0 0 0 0 0
無 0 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0
3
有 3 220 73.3 0 0
無 16 702 43.8 3 18.7
計 19 922 48.5 3 15.7
計
有 29 1,146 39.5 2 6.8
無 72 2,200 30.5 11 15.2
計 101 3,346 33.1 13 12.8
一67一
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者はオ リエンテーションにて学習内容にわたっての具体的な指導を受けていないにも拘 らず入





の入学時期とも対比 しっっあわせて修得単位の多少を、編入学年次 との関係に注意 して、まず
1990年度後期入学者の学科別の状況をながめてみると表12-1～7のようになる。
前期生 より修学期間が6ケ 月少ない後期生にあってもオ リエンテーション受講の有無か らみ
た0単位者の傾向は1990年度前期入学者の傾向と全 く同様で、オ リエンテーション受講者の0
単位者比率ははるかに低い。全体では、174人がオリエンテーションを受講 しその内0単 位者
は15人で8.6パーセ ントであるが、未受講者では450人に対 し100人にも及 び、 その比率は22.2








オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 旦 平均修得A単位 数C.0単位 者数 ﾂx100(%)
1
有 8 184 23.0 i 12.5
無 19 354 18.6 6 31.5
計 27 538 19.9 7 25.9
2
有 0 0 0 0 0
無 1 26 26.0 0 0
計 i 26 26.0 0 0
3
有 4 38 9.5 1 25.0
無 15 522 34.8 3 20.0
計 19 560 29.4 4 21.0
計
有 12 222 18.5 2 16.6
無 35 902 25.7 9 25.7






オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(%)
i
有 8 240 30.0 i 12.5
無 21 428 20.3 3 14.2
計 29 668 23.0 4 13.7
2
有 0 0 0 0 0
無 0 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0
3
有 2 128 64.0 0 0
無 17 341 20.0 3 17.6
計 19 469 24.6 3 15.7
計
有 io 368 ・: i 10.0
無 38 769 20.2 6 15.7




オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(?
1
有 6 208 34.6 0 0
無 15 272 18.1 4 26.6
計 21 480 22.8 4 is.o
2
有 0 0 0 0 0
無 0 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0
3
有 6 166 27.6 0 0
無 12 359 29.9 2 16.6




有 12 374 31.1 0 0
無 27 631 23.3 6 22.2
計 39 1,005 25.7 6 15.3
.・




オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
i
有 8 221 27.6 0 0
無 23 517 22.4 3 13.0
計 31 738 23.8 3 9.6
2
有 0 0 0 0 0
無 0 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0
3
有 2 59 29.5 0 0
無 17 456 26.8 1 5.8
計 19 515 27.1 1 5.2
計
有 10 280 28.0 0 0
無 40 973 24.3 4 io.o




オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
1
有 6 110 18.3 0 0
無 22 638 29.0 8 36.3
計 28 748 26.7 8 28.5
2
有 0 0 0 0 0
無 2 102 51.0 0 0
計 2 102 51.0 0 0
3
有 8 264 33.0 0 0
無 50 1,783 35.6 10 20.0
計 58 2,047 35.2 10 17.2
計
有 14 347 26.7 0 0
無 74 2,523 34.0 ia 24.3






オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(?
i
有 75 2,074 27.6 5 6.6
無 124 2,755 22.2 27 21.7
計 199 4,829 24.2 32 16.0
2
有 1 8 8.0 0 0
無 3 104 34.6 0 0
計 4 112 28.0 0 0
3
有 32 920 28.7 7 21.8
無 84 2,341 27.8 25 29.7
計 116 3,261 28.1 32 27.5
計
有 108 3,002 27.7 12 11.1
無 211 5,200 24.6 52 24.6




オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(.%)
1
有 8 166 20.7 0 0
無 14 290 20.7 5 37.7
計 22 456 20.7 5 22.7
2
有 1 2 2.0 0 0
無 i 48 48.0 0 0
計 2 50 25.0 0 0
3
有 i 6 6.0 0 0
無 10 259 25.9 0 0
計 11 265 24.0 0 0
計
有 10 174 17.4 0 0
無 25 579 23.8 5 20.0
計 35 771 22.0 5 14.7
一71一




オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン受 講
の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者 数 ﾂx100(%)
i
有 356(341)14,454 40.6(42.3)15 4.2
無 605(538)18,967 31.3(35.2)67 11.0
計 961 33,421
2
有 5(15) 351 70.2(70.2)0 0
無 13(11) 515 39.6(46.8)2 15.3
計 is 866
3
有 151(140)6,144 40.6(43.8)11 7.2
無 373(330)14,638 39.2(44.3)43 11.5
計 ち24 20,782
計
有 512(486)20,949 40.9(43.1)26 5.0
無 991(878)34,120 34.4(38.8)112 11.3




オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン受 講
の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
i
有 119(112)3,203 26.9(28.5)7 5.8
無 238(182)5,254 22.0(28.8)56 23.5
計 357 8,457
2
有 0 0 0 0 0
無 7(7) 280 40.0(40.0)0 0
計 7(7) 280
3
有 55(47) ?5s1 28.7(33.6)8 14.5
無 205(161)6,061 29.5(29.5)44 21.4
計 260(208)7,642
計
有 174(159)4,784 27.4(30.3)15 8.6
無 450(350)11,594 25.7(33.1)ioo 22.2




業直後 もしくは卒後数十年を経過 して入学 してくる高齢者 と比 し学力が低いとはいえない者で
ある。にも拘 らず1990年度前期3年 次編入生では373人が未受講者でその内43人、11.5パーセ
ントが0単位者であり、1990年度後期3年 次編入生では205人中44人、21.4パー セ ントが0単
位者である。前期生に比 し後期生の単位の修得状況において異なった傾向が見 られるのは前、
後期制による制度上の問題から起ることであることはすでに別稿において指摘 したところであ







オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 旦 平均修得A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
1
有 9 118 13.1 1 11.1
無 67 1,065 15.8 16 23.8
計 76 1,183 15.5 17 22.3
3
有 11 192 17.4 i 9.0
無 50 709 14.1 15 30.0
計 61 901 14.7 16 26.6
計
有 20 310 15.5 2 10.0
無 117 2,084 17.8 31 26.4




オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(%)
i
有 42 768 18.2 3 7.1
無 89 1,116 12.5 14 15.7
計 131 1,884 14.3 17 12.9
3
有 19 428 22.5 2 io.5
無 39 855 21.9 8 20.5
計 58 1,283 22.1 10 19.2
計
有 61 1,196 19.6 5 8.1
無 128 1,971 15.3 22 17.1
計 189 3,167 16.7 27 14.2
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(表15-3)




オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
i
有 52 1,100 21.1 2 3.8
無 61 759 12.4 io 16.3
計 113 1,859 16.4 12 10.6
3
有 16 585 36.5 i 6.2
無 38 473 12.4 12 31.5
計 54 1,058 19.5 13 24.0
計
有 68 1,685 24.7 3 4.4
無 99 1,232 12.4 22 22.2




オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 旦 平均修得A単 位 数 C.0単位者数 ﾂx100(%)
1
有 23 456 19.8 3 13.0
無 48 716 14.9 9 is.7
計 71 1,172 16.5 12 16.9
(表15-5) 〈F学 科〉
入学年次 オ リ エ ンテ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(%)
1
有 35 805 23.0 1 2.8
無 78 1,147 14.7 13 16.6
計 113 1,952 17.2 14 12.3
3
有 8 298 37.2 0 0
無 49 1,186 24.2 9 18.3
計 57 1,484 26.0 9 15.7
計
有 43 1,103 25.6 1 2.3
無 127 2,333 18.3 22 17.3






オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
i
有 189 3,340 17.6 16 8.4
無 420 5,565 13.2 106 25.2
計 609 8,905 14.6 122 20.2
3
有 85 3,019 35.5 7 8.2
無 288 5,291 18.3 53 18.4
計 373 8,310 27.7 60 16.0
計
有 274 6,359 32.5 23 8.3
無 708 10,856 15.3 159 22.4




オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得皿A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(%)
1
有 34 608 17.8 2 5.8
無 88 926 10.5 33 37.5
計 122 1,534 12.5 35 28.6
3
有 ii 138 12.5 0 0
無 29 577 19.8 5 17.2
計 40 715 17.8 5 12.5
計
有 45 746 16.5 2 4.4
無 117 1,503 12.8 38 32.4
計 162 2,249 13.8 40 24.6
(表16) 〈全 学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
i
有 409(373)7,703 18.8(20.6)30 7.3
無 915(705)12,434 13.5(17.6)210 22.9
計 1,324 20,137 15.2 240 18.1
3
有 164(153)5,293 32.2(34.5)11 6.7
無 584(461)12,138 20.7(26.3)123 21.0
計 748 17,431 23.3 134 17.9
計
有 573(526)12,996 22.6(24.7)41 7.1
無 1,499(1,166)24,572 16.3(21.0)233 22.2
計 2,072 37,568 18.1 374 18.0
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教 育 学 部 論 集
期入学生を1年 次 ・3年次編入学に限定 して(2年 次編入学者は少数であるために除いた。 さ
らに後期入学者は在籍期間を1年 以上充足 していないので除 く)学科別に眺あてみると表15-
1～表16のようになる。
0単位者の状況を全学科でみると、オリエンテーション受講生では1年次入学 は409人中30
人で7.3パーセ ントであるが未受講生では915人中210人で22.9パーセ ントにも及ぶ。3年 次編













(表17) オ リエ ンテ ー シ ョ ン受 講 者





i 37.3% 33.3% 30.8%
2 27.7% 0.0%
3 28.8% 21.1% 21.9%
全 体 34.0% 27.8% 28.2%
この表か らもわかるようにいつれの時期にあっても1年次入学者に比 して3年次編入学者の
方が受講率が低い。その要因分析はできていないが、編入学生はすでに高等教育を受けている
ことによる学習への自信や慣れといったものが考え られる。 しか し、実際には通信課程による
学習の特異なシステムをよく了解できないままに経過 し、0単位者の比率を高めているのであっ
て、配付されたテキス トを自学自習方式でリポー トする学習になじめないままめ者が多 くみら
れる。これに対 し高卒者で1年 次入学者であって もオリエンテーションを受講 した者は通信課
程の学習システムや諸手続にっいて理解 し、それらにかかわる不安を少 しでも軽減 して学習に
取 り組んでいることがわかる。




平均修得単位数が42.3単位であるのに対 し、3年 次編入学の未受講者の平均修得単位数 は44.4
単位とわずかなが ら高 く、1990年度後期では1年次入学の受講者が28.5単位であるのに対 し、




務化 し、基礎教育を可能な限り入学直後に受講 しやす くすることによって学習への糸口をっか
ませ学習意欲を高め、学習方法を身にっけさせることが肝要 となろう。さらに編入学生には通
信 システムの理解を促 し、在籍率を高あるべ く0単位者をいかに低 くしていくかが今後の課題





3.お わ り に











の内的経験 と学習状況の関連などを研究する必要に迫 られるが、これ らのことにっいては、学
生の自主的な学習活動の実態分析や意識調査を必要 とするので別途に発表 したい。
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